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IT点呼システム 



2 

システムのコンセプト 

１．点呼時のコミュニケーション活性化に繋がる情報の表示 

・前回の終業点呼～今回の始業点呼間の「休息・休日」取得が十分で

◆「休息・休日」取得チェック 

◆運転手個別の質問 

◆初回訪問アラート表示 

                など 

２．確実な点呼記録の実施をサポート 

◆義務化されているアルコールチェックを点呼の開始とする仕組み 

◆電子データで記録 

点呼記録簿のデータ化 
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オンプレミス型のシステムになります。 

小規模での導入の場合は、サーバーが不要ですので、投資を最小限に抑えられます。 

 

IT点呼システム構成イメージ 

LAN 

点呼簿印刷用 

プリンター 
ルーター 動画保存用 

ハードディスク

呼び出し用 

パトライト 

【点呼執行拠点】 

パソコン 

Webカメラ 

マイクスピーカー 

【営業所】 

インターネット回線は光回線推奨 

拠点間のVPN環境が必要 
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パソコン連動型のアルコールチェッカーと連動すると、アルコールチェック後に以下の情

報がシステムと自動連動します。  

 

【運転手名】 

【アルコールチェックの測定値】 

【アルコール測定時間＝点呼時間】 

※現在下記２機種が対応済みです。 

サンコーテクノ製 
   ST-3000 

東海電子製   ALC-PROⅡ 

システム連動可能なアルコールチェッカー 
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連動型のアルコールチェッカーを導入されていないユーザー様でも、当社の点呼システ

ムを導入できます。 

アルコールチェッカーの機種に依存されないシステムです。 

パソコン本体 ディスプレイ プリンター 

   

Webカメラ×2 

動画録画/IT点呼で必要 

動画保存用HDD 

動画録画/IT点呼で必要 

マイクスピーカー 

動画録画/IT点呼で必要 

   

アルコールチェッカー 免許証リーダー パトライト 

   

ハードウェア構成 
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【運転手側の操作】 

IT点呼の流れ （アルコールチェッカー+免許証リーダー連動） 

①免許証の読取りを行います。 

②「出庫」又は「帰庫」のボタンを押し 

アルコール測定をします。 

 

アルコール測定が終了しますと自動で点呼画面が

起動します。 

管理者の応答を待っています。 

リアルタイムの映像と会話で点呼が実施できます。 

運転手側は映像のみの表示となります。 
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③管理者側の待受け画面に 

点呼要求が入ります。 

 

何人点呼の点呼の要請が来ているか

把握できます。 

④事前に登録済みの 

車両コードを入力します。 

 

⑤事前に登録済みの 

社員のコードを入力します。 

 

⑥点呼開始をクリックします。 

（動画記録開始） 

 

⑦確認事項をチェックします。 

 

⑧点呼終了をクリック 

（動画記録終了） 

 

※記録される動画サイズは 

1分で約8MBです。 

【管理者側の操作】 

⑤ 

④ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 
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①拘束時間 

月間の累計拘束時間を表示します。 

※別システムDiSynapseⅡと連動する事で表示できます。 

③行先 

運転手が初めて訪問する行先の際に赤字で表示されます。 

※別システムDiSynapseKT2又はDiSynapseDTと連動する事で表示できます。 

点呼画面解説 

②最高血圧/最低血圧 

アルコールチェッカーと血圧計を連動する事で表示できます。 

① 

② 

③ 

④ 

④質問事項 

運転手毎に設定可能です。 

健康に関する質問や運転手教育で各自が立てた目標等を表示する事により、 

運転手とのコミュニケーションの活性化に繋がります。 
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なりすまし防止 

点呼・アルコールチェックのなりすまし防止のために予め登録しておいた社員の画像・ 

アルコールチェック時の画像を表示します。 

点呼者はそれぞれの画像と比較して確認する事ができます。 

アルコールが検知された場合 

（アルコールチェッカー連動時） 

被点呼者（運転手）がアルコールチェックを行った際にアルコールが検知されるとアル

コールチェック時の画像部分に検知された数値が表示されます。 

点呼者は点呼を継続できませんので、被点呼者に時間をおいてから再度アルコール

チェックを実施するよう促します。 
 

点呼開始にしてアルコールの値が検知された事実を

記録として残すこともできます。 

その場合には指示事項に再度アルコールチェックを

促した旨の内容を入力します。 
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点呼記録入力 （テキスト入力） 

乗務前、乗務途中、乗務後では点呼で確認する内容が異なります。 

点呼システムではチェックする画面が確認すべき内容で構成されて 

います。 

点呼簿のイメージで点呼登録をすることができます。  

電話での中間点呼の登録はこの入力画面にて行います。 

乗務後 

乗務前 

中間 
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点呼記録簿 

参考資料：点呼違反に関する行政処分について 

国土交通省： 

「貨物自動車運送事業者に対し行政処分等を行うべき違反行為及び日車数等について」 

より抜粋 

※違反点数 １０日車＝１点 

※違反点数は３年間で消滅 

（Gマーク事業所は２年） 

※違反項目は重なります。 

記録なし率２０％以上の違反は、記録保存なし率２０％と重なり、 

初回違反は２０日車の停止となってしまいます。 
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出勤一覧 

出勤予定者と予定時刻が表示されます。 

出勤後にアルコールチェックをしたタイミングで出勤時間が更新されます。 

休息・休日が十分に取得できているのかシステムでチェックします。 
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出勤一覧に情報を表示するため事前に出勤時間と休日を登録します。 

点呼執行者へ情報共有する事ができます。 

出勤時間入力 

休日の登録をする事で、出勤時点で前回の終業点呼からの休息・休日の

取得が法令に違反していないかチェックできます。 

 

出勤予定を登録する事で、遅刻の把握や早すぎる出勤に対してのチェッ

クができます。 
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IT点呼システムを活用した課題解決事例 

【お客様の課題】 

 

◆点呼当日の出勤予定人数と出勤予定時間を知りたい。 

◆点呼時に休息・休日の取得が十分であるか確認したい。 

◆荷主企業によっては積卸の細かい指定があるので、初めて訪問する場合

は点呼執行者から説明させたい。 

＜点呼前の準備＞ 

運転手の休日や出勤時間を登録します。 

点呼執行者に出勤予定情報が反映されます。 

＜＜システムの活用例＞＞ 
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①出勤：アルコールチェック 

【点呼執行者】 

車両点検など 

運行前の準備 

②点呼依頼 

点呼システム起動 

③点呼開始 

出勤状況反映 

出勤一覧にて予定の把握 

④点呼終了 

＜点呼当日の流れ＞ 

【運転手】 

出勤時間、休日・休息不足をチェックし、 

問題があった場合は即指示を出します。 

点呼画面で当日の行先を確認し、初めて訪

問する行先に対しての注意点を説明します。 
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開発販売元 

 

  
   〒982-0024 
   仙台市太白区砂押南町2番3号 

   日興ビル3F 

   TEL：022-748-0788 

   FAX：022-748-0755 

 

●カタログに記載された内容及び製品の仕様は改良のため、予告なく変更することがあります。 

●記載されている製品名などの固有名詞は、各社の登録商標または商標です。 

RC-Ver.6 

動作環境  

OS 

※日本語版 

Microsoft Windows10 Pro(64bit) 

 

サーバーOS 

Microsoft WindowsServer2016 

CPU Core i5 3GHz 相当以上を推奨 

メモリ 8GB以上 

ディスプレイ 1920*1080 ピクセル表示可能なディスプレイを推奨 

ハードディスク容量 空き容量250GB以上  

ソフトウェア  

JAVA バージョン 1.6.0._19 

データベース Microsoft SQLServer 2017 Workgroup Edition以上 

Microsoft SQLServer 2017 Standard Edition以上 

実行環境  

ネットワーク 有線LAN100Mbps以上 

拠点間回線 光回線必須 

必要機器  

ルーター ヤマハ株式会社製 RTX1200推奨 

アルコール検知器 東海電子株式会社製 ALC-PROⅡ、サンコーテクノ株式会社製 ST-3000 推奨 

マイク ヤマハ株式会社製 YVC-200推奨 

WEBカメラ Logicool社製 HD Webcam C525推奨 

プリンタ 使用OSに対応したレーザープリンター又は印刷機 

バックアップ 外付けハードディスク（RAID1構成を推奨） 

オプション  

免許証リーダー アルコール検知器メーカーが推奨している物 

パトライト 株式会社パトライト社製 NHP-3FB2-RYG推奨 

USBハブ 電源供給用のアダプタ付きの物（パソコンのUSBコネクタが足りない場合必要） 


